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発刊にあたっ て
環境リモ ー トセ ンシング研究センタ ー(C E ReS)研究会｢衛星リモ ー トセンシン グにおける大気と
大気補正+は 8月 2 5日(月)､ けやき会館3傭レセプションホ ー ル で53名が参加して開催されたら
本報告書は研究会で の発表に 当日 ､ 御発表頂 けなか っ た方の御寄稿を加えて編集したもの であ
る｡
本研 究会の テ ー マ は衛星 デ ー タか ら土地利用 や土 地被覆分類､ 海洋の 情報等を精度良く解
析する際に必要となる大気の 影響の評価とその 除去 . 即ち､ 大気補正 に 関するもの で ､ GEReS
の 共同研究の重要なテ ー マであり, また､ 1 99 8年1月 に開かれる国際シンポジウム の 国内のグ
ル ー プ作りも兼ねた研究会であっ た｡
内容は大気補正 のメカニ ズム に踏み込んで ､ 大気現象の性状､ その衛星画像へ の現れかた,
大気中や地表面との 多重散乱による雑音成分とその除去の 手法 . 大気の 光学モ デルを用いたシ
ミュ レ ー ション ､ 陸域 ､ 海洋での状況と補正結果との比故 , 地上 検証と､ ほぼ大気補 正につ いて全
体を網羅するもの である｡ 定常的な成分の 大気補正 は､ 光学モデルを用いて容易に行える｡ した
がっ て問題となるの は時間的変化の 激しい成分(エア ロゾルと水蒸気)である｡ 本研究会では性状
が多様で , 複雑であるエア ロゾル の補正が中心であっ たが､ 最近話題となっ ている G P Sネ
ー
ットワ
ー クによる水蒸気成分の補正 につ い ても発表がなされた｡ このように盛り沢山な内容を1 日で消
化したため､ 朝 1 0暗から夕方 5 時30分まで昼食時聞も短縮して行っ たが ､ 短い時間ながらも非
常に活発な質疑があった｡ A D E O Sの活動停止(6月30日)という不幸な事故の ため､ 夏の観測日
程に大きな狂いが生じ､ センタ ー からの参加 は少なく, そのため ､ 植生 ､ 地表面での相互作用とい
つた応用面の発表は少なか っ たの は残念であったが ､ 最後まで熱心な質疑があり,31人が懇親
会に参加し, 活発な論議が細いた.
遠路 はるばる研究会に参加して下さった講演者の 皆様 や準備に携わっ てくれた学生諸 君に
感謝する｡
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